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［事案 2025-83］保険料返還請求  

・令和 8年 4月 24日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

保険料の返還を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 23 年 2 月 1日に契約した生存給付保険について、以下の理由により、保険料を返還し

てほしい。 

(1)令和 7 年 3 月 29 日付けで解約請求書を保険会社へ送付したので、本契約は同年 3 月末時

点で解約されている。また、3月 28日に保険会社のコールセンターに解約したい旨伝えて

おり、保険会社はそれを了承したため、この了承をもって解約は完了となるはずである。

保険会社は、社内的な解約手続きは同年 4 月 4 日に完了したと言っているが、それは保険

会社内の問題であって私には関係のないことである。 

(2)本契約は同年 3 月末に解約されており、同年 4 月 1 日から 4 月 30 日の期間においては何

らの保険サービスを受ける権利はないから、その保険料を支払う義務もないはずである。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)本契約の約款上、解約に関して、保険契約者はいつでも将来に向かって保険契約を解約で

き、解約返戻金はその請求書類が会社に到着した日の積立金の額とする旨規定している。

また、解約手続きの案内として保険会社が申立人に送付した資料では、解約における確認

事項として、解約手続請求書および必要書類を会社が受付した日を本契約の効力が消滅す

る日とすること、手続きを遡った解約や先の日付での解約は受付できないことを記載して

いる。 

(2)上記にもとづけば、本契約の解約請求書類を保険会社が受理した日が令和 7 年 4 月 4 日で

あることから、本契約は同年 4 月 4 日をもって解約の効果が発生している。すなわち、保

険期間は同年 4 月末日までとなり申立人は保険期間に対応する 4 月分保険料を支払う義務

があるため、返還には理由がない。     

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、申立人の主張する事実等を

確認するため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


